
第1回 富山県動物管理センター
あり方検討会

令和５年７月14日（金） 10:30～12:00

富山県民会館 611号室
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資料２

１ 本県の動物愛護管理行政について

２ 本県の動物愛護管理の現状と課題

３ 先進地視察の報告

４ 動物管理センターに求められる役割・機能

内容

１ 本県の動物愛護管理行政について：関係法令

動物の愛護及び
管理に関する法律
（環境省）

富山県
犬の危害防止条例

富山県動物愛護管理推進計画（令和3年4月～ 10年間）

（１）動物愛護の普及啓発・多様な主体との相互理解の醸成
（２）適正飼養の推進による動物の健康と安全の確保並びに返還・譲渡の推進
（３）周辺の生活環境の保全と動物による危害の防止
（４）所有明示（個体識別）措置の推進
（５）動物取扱業の適正化
（６）実験動物及び産業動物の適正な取扱いの推進
（７）災害対策
（８）体制整備・人材育成
（９）調査研究の推進

近年の重点事業

・犬猫の返還・譲渡の促進
・不妊･去勢手術の推進
・災害時対策の実施狂犬病予防法

（厚生労働省）
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昭和41年 4月 富山県野犬処理センター開設（現在地）

昭和57年 4月 新たに富山県動物管理センター として開所

平成 8年 4月 富山市が中核市移行

・県動物行政管轄から除外
・殺処分業務のみ受託

平成29年10月 富山市の殺処分受託業務の廃止

平成30年 2月 吸入麻酔式小型動物致死処分装置導入

平成30年 8月 多目的ホール及びねこ室の改築
（焼却炉、殺処分設備撤去、ボイラー室の改修）

令和 4年 3月 保護室（飼養室）の増設

１ 本県の動物愛護管理行政について：県動物管理センター、富山市保健所

沿革
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▲ 富山県厚生部 生活衛生課

● 厚生センター・支所
（本所4か所・支所４か所）

★ 動物管理センター

◆ 富山市保健所 生活衛生課

▲

★

１ 本県の動物愛護管理行政について：施設と所在地

施設名 管轄区域

新川厚生センター 朝日町、入善町 黒部市

魚津支所 魚津市

中部厚生センター 滑川市、舟橋村、上市町
立山町

高岡厚生センター 高岡市

射水支所 射水市

氷見支所 氷見市

砺波厚生センター 砺波市、南砺市

小矢部支所 小矢部市

富山市保健所 富山市
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業務
動物管理
センター

厚生ｾﾝﾀｰ・
支所

富山市
保健所

富山市以外
の市町村

犬猫の飼養管理（馴化）、
譲渡、殺処分

○ － ○ －

愛護事業（イベント）の実施 ○ － － －

飼い方等の指導・相談 ○ ○ ○ －

犬猫の保護、引取り － ○ ○ －

迷い犬猫の飼い主への返還 － ○ ○ －

苦情対応（鳴き声、虐待等） － ○ ○ 協力依頼可

動物取扱業の登録、監視 － ○ ○ －

犬の登録、鑑札・注射済票の交付 － － ○ ○

１ 本県の動物愛護管理行政について：所管業務
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馴化

譲渡

愛護事業

殺処分

特定動物（本庁）

富山県動物管理センター

保護・引取り

返還

苦情対応

動物取扱業

指導・相談

厚生センター

保護・引取り

返還

苦情対応

動物取扱業

富山市保健所

馴化

譲渡

愛護事業

指導・相談

殺処分

１ 本県の動物愛護管理行政について：所管業務
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所在地：中新川郡立山町利田（常願寺川公園内 南側）

富山県動物管理センター

常願寺川公園馬場の南側

富山県
動物管理センター

常願寺川公園 馬場

★
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現在の動物管理センターの配置図

図面

芝生広場
慰霊碑

出入口

バ
ス

H30.2

Ｈ30.8

保
護
室

Ｈ30.8
R4.3

●敷地面積

4,202㎡

●床面積

662㎡

●鉄筋コンクリート造
平屋建て
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＜動物管理センターにおける愛護事業と近年の重点事業＞

富山県所有者のいない猫の不妊去勢手術推進事業

手術費用の助成

R1： 84頭
R2： 98頭
R3：146頭
R4：142頭

猫：ミルクボランティア
（R4年度：10名に

34頭の飼育を依頼）

譲渡会、HPで譲渡動物の紹介

●不妊･去勢手術の推進

１ 本県の動物愛護管理行政について：愛護事業

●犬猫の返還・譲渡の促進

長期間譲渡先が見つからない時は…
★譲渡仲介ボランティア

R4年度：登録数7名3団体
犬6頭、猫10頭を譲渡
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●愛犬のしつけ方教室 通年実施

●動物ふれあい教室 希望の小学校にて

●動物ふれあいフェスティバル 毎年9月開催

アイドル犬コンテスト
参加犬は翌年度のポスターに登場

ペットのお手入れ体験

1日獣医師体験
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１ 本県の動物愛護管理行政について：災害時対策

富山県総合防災訓練において実施

市町村、獣医師会、動物愛護推進員、
動物愛護団体と協力

・同行避難訓練

・避難所の設営

・不安定な足場の体験 など
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２ 本県の動物愛護管理行政の現状と課題

収容期間（この間、飼い主がみつかれば返還）

・保 護：１週間
・引取り：１日

移送

＜保護・引取りを行った動物の流れ＞

動物管理センター

譲渡

馴化

治療

馴化には１ヶ月～半年程度要する
（譲渡に適さない場合、殺処分）

保護

引取り
厚生センター

返還

(譲渡)
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犬

猫

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

240
145 153 125 141 125 99 73 67 68

37

15 21
12 7 11

15
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3
0

0 2 0 0
2 0 0

676

599 569

465
385

324
279

168 144
82

22

50
28

33

33

20

27

26 19
64

犬・猫の収容頭数とその内訳（富山県全体）

犬：保護 犬：引取 犬：負傷 猫：引取 猫：負傷
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

161
107 112

76 108 100 76 63 52 47

33

12 19
11

7 11
14

0 25 5

2

3 0

0
2 0 0 2

0 0

530

432
372

296 254
206

208

145 131

71

16

32

21

28 28

16 23

21 14

40

犬・猫の収容頭数とその内訳 （富山市除く）

犬：保護 犬：引取 犬：負傷 猫：引取 猫：負傷

猫

犬
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高齢者からの引取り数の増加が予想される

・施設入所、入院、認知症、死去等
・動物も相応の年齢
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12

R2 R3 R4

所有者からの犬の引取り理由

転居 飼育者の死去 飼育者の疾病 管理困難な性格

0

2

4

6

8

10

12

R2 R3 R4

所有者からの猫の引取り理由

転居 飼育者の死去 飼育者の疾病 管理困難な性格

収容スペースを増設対応案

（富山市除く） （富山市除く）
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２ 本県の動物愛護管理行政の現状と課題

収容期間（この間、飼い主がみつかれば返還）

・保 護：１週間
・引取り：１日

移送

＜保護・引取りを行った動物の流れ＞

動物管理センター

譲渡

馴化

治療

馴化には１ヶ月～半年程度要する
（譲渡に適さない場合、殺処分）

保護

引取り
厚生センター

返還

(譲渡)
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猫の譲渡頭数（動物管理センターから）

子猫 成猫

コロナ禍

H29:ミルクボランティア開始
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47 31 47

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

犬・猫の殺処分頭数（富山県全体）

犬 猫

（病気・負傷等による自然死も含む）

目標頭数（R12時点）

犬：8頭以下
猫：115頭以下

現時点で達成済み最多処分頭数

犬：約4,900頭（S58）
猫：約2,900頭（H２）
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第一種動物取扱業の登録数（富山県全体・業種別総数）

20



＜ ソフト面（業務内容）＞

●殺処分→譲渡にシフト

●“殺処分”の内訳はほとんどが自然死
処分施設というイメージ

病気、高齢、負傷

救護、治療に対応できない施設

２ 本県の動物愛護管理行政の現状と課題：動物管理センター

診療、手術のための設備や
人材の充実
→動物福祉向上、譲渡推進

対応案 親しみやすく
開かれた施設へ

対応案

R2、R3：自然死 100%

R4：自然死 76%、
負傷動物等の安楽殺 24%
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S57年設置 築40年を超える＜ ハード面 ＞

２ 本県の動物愛護管理行政の現状と課題：動物管理センター

猫の飼育スペース不足
検査室や手術室に
ケージを設置

本来は隔離・観察用の
部屋でも飼育

昔は1ブース毎に群管理（複数頭収容）
していたが、現在は１頭用

犬の飼育スペース：計6頭分
暖房なし

犬、猫ともに
飼育スペース増設

対応案
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①厚生センター犬舎の老朽化（築40～50年）

設備が不十分
空調設備がない場所もある
（40年以上前の動物保護管理思想に基づく設備）

②犬猫の保護・引取り頭数が減少

窓なし

排泄・食餌場所が
近接

２ 本県の動物愛護管理行政の現状と課題：厚生センター

動物福祉の確保対応案
厚生センターの業務を
動物管理センターへ集約して効率化

対応案
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犬・猫の収容頭数（富山市除く）
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チッチの新聞記事藤井犬舎の新聞記事

読売新聞(R4.11.19)

北陸中日新聞(H26.11.29)

③動物取扱業への指導の高度化
法改正→遵守基準が具体（数値）化（設備面積・高さ、頭数等）

困難事例への対応強化、指導業務の平準化
勧告・命令を見据えた対応が求められる

専門性、業務継続性の強化
警察、福祉部局等多方面との連携・協議が必要

対応案

多頭飼育崩壊

虐待

厚生センターの業務を
動物管理センターに
集約することが望ましい

県の現状①②③を踏まえた今後の対応
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３ 先進地視察の結果について：京都動物愛護センター

【特色】

・京都府と京都市の共同設置、運営

・都市部の公園内に立地

・収容動物の世話や機関誌作成、館内の受付案内などボランティアとの協働

・災害対策(災害救済エリア、備蓄体制の確保)

開所年月：平成27年4月

所在地 ：京都市南区上鳥羽仏現寺町11番地 (最寄り駅から徒歩5分)

管轄区域：府内全域 (京都市は京都市職員、京都府は京都府職員が対応)

施設整備費：686,600千円

施設等 ：全体面積11,312.30 ㎡

建物面積1,273.33㎡ (事務所棟472.13㎡、動物棟715.15㎡)

ドッグラン2,724.40㎡
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３ 先進地視察の結果について：京都動物愛護センター

ボランティアが
来場者に対応し、
受付案内を補助

譲渡可能な猫の飼養
をボランティアが補
助。
飼い主との
マッチングを行う

レントゲン室や
手術室等、
診療設備が充実

アクセスが良いこと
もあり、来場者数の
増加につながっている

案内所

ドッグラン

診療所
譲渡室
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３ 先進地視察の結果について：岡山県動物愛護センター

【特色】

・県が管轄する全ての動物愛護管理業務をセンターで実施

(参考) 富山県 面積 4,247㎢、人口 約101万人

岡山県 面積 7,114㎢、人口 約188万人

・動物の飼養管理や譲渡、イベント企画等を委託

・収容動物、地域猫への不妊去勢手術の実施

開所年月：平成17年4月

所在地 ：岡山市北区御津伊田 (最寄り駅から車で10分)

管轄区域：岡山市、倉敷市を除く県内全域

総事業費：2,551,586千円

施設等 ：全体面積 78,281.78 ㎡

管理棟 446㎡、愛護館 404㎡、 保護棟 740㎡

ドッグラン 4,700㎡ 27

３ 先進地視察の結果について：岡山県動物愛護センター

県職員(15名 うち獣医師8名)を配置
職員が検査、不妊・去勢手術等を実施

委託業者が動物の飼養管理を実施

委託業者がふれあいや譲渡等の動物愛護事業を実施

広大な敷地は、イベントやしつけ方教室、
子どもの遊び場、ドッグラン等に活用

動物に関する図書コーナー

管理棟

保護棟

愛護館

いつ来場しても動物と触れ合うことができる
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３ 先進地視察の結果について：福井県動物愛護センター

【特色】

・犬猫の保護引取り、飼養管理、譲渡、相談対応等を事業者に委託

（福井市分の業務は県が受託し、事業者に再委託している）

・獣医師は、愛護センターに常駐職員の他、保健所職員が兼務し、
不妊去勢手術を実施

・収容動物の健康診断、負傷動物の治療は、獣医師会に委託

開所年月：平成30年４月

所在地 ：福井県福井市徳尾町18-1-1 (北陸自動車道ＩＣから車で10分程度)

管轄区域：県内全域

総事業費：249,232千円

施設等 ：全体面積 4584.07 ㎡

事務所棟 424.1㎡
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３ 先進地視察の結果について：福井県動物愛護センター

職員が検査、不妊・去勢手術等を実施委託会社がふれあいや譲渡等の動物愛護事業を実施

県産材を使用し、あたたかみのある外観

フードや資材を備蓄

事務所棟

愛護棟

感染症にり患した犬猫を飼養する部屋と
譲渡前の猫を飼養する部屋を配置

愛犬のしつけ方教室や警察犬の訓練に活用

検査・治療室

ドッグラン

災害物品庫
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４ 愛護センターに求められる役割・機能 コンセプト（案）

どのような機能、取組み、施設・設備、人員体制が必要か？

収容可能頭数の増加（飼養施設の集約） 長期収容機能 動物福祉の確保

不妊去勢手術の実施や診療機能の充実 譲渡動物の展示・ふれあい場所

①動物の命をつなぐ

情報発信 災害備蓄 監視指導業務の集約 専門性の強化

愛護思想 適正飼養 ワンヘルス

②人と動物の
共生に向けた普及啓発

ボランティアへの支援や協働

③ボランティアの
育成・活性化

④ペットの災害対策 ⑤事業者等への指導・監督

拠 点拠点
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４ 愛護センターに求められる役割・機能（案）①～②

必要な機能 取組み 施設・設備

①

収容機能の拡充 ・譲渡対象動物飼養のため、長期
収容が可能なスペースを確保

・譲渡対象動物に対する治療、不妊

去勢手術を実施

・動物にストレスとならない
構造の飼養施設

・シャンプー室、トリミング室・
臨床関係施設

・ドッグラン

・飼育環境をイメージしやすい

譲渡動物の展示・ふれあいルーム

適正譲渡の推進 ・譲渡対象動物に関する情報発信

・新しい飼い主とのマッチング及び
譲渡後のフォローアップ

②

動物愛護教育の実施 感染症対策に考慮した犬猫ふれあい
教室等を実施

・社会科見学等に対応できるコース
や動線を確保した施設

・研修ルーム

・啓発展示エリア適正飼養普及啓発の強化 ・動物飼養や人獣共通感染症に関する
情報発信

・飼育放棄を考えている飼い主から
の飼育相談等に対応する相談ダイ
ヤルの設置と、そうした相談に対応
できる職員の養成 32



４ 愛護センターに求められる役割・機能（案）③～⑤

必要な機能 取組み 施設・設備

③
ボランティアの育成・
協働・負担軽減

・ボランティア活動に役立つ知識習得の

講習会を実施

・ボランティア団体が県から譲り受けた

動物に対する医療費などの負担軽減

・研修ルーム

・啓発展示エリア

④ 被災動物の救護の拠点

・災害時、動物救護の拠点とし、負傷動物の

治療を実施

・ライフライン整備

・災害時備蓄倉庫

・臨床関係施設

災害時に備えた普及啓発 平時から自治体への防災教育や防災訓練等を

活用した飼い主への普及啓発を実施

・研修ルーム

・啓発展示エリア

⑤ 指導・監督の徹底 虐待、多頭飼育等の複雑化する事案へ的確に

対応できる職員の育成

33

論点整理

１ 厚生センター業務の集約の必要性
（業務の全てor一部）

２ これからの動物管理センターに求められる
役割・機能

３ 新設又は改修の必要性

34



動物福祉（アニマルウェルフェア）

教育・啓発

愛護思想
防災対策
ワンヘルス

保護

馴化

ボランティア

育成
支援
協働

展示

譲渡

ふれあい

診療

不妊・去勢
手術

動物愛護
センター

監視指導

相談
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